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潮汐僅書支那人の観念
保科美　雄
　何國の入でも無想を起し易いものだが，支那は流石素謡だけあって科學
的方面にも隈なく忘想的説明を附してあるのは面白い．そして其忘想が適
適科學的研究に有力なる材料を與へるこεがある．讐へば盲人が象を観察
する時に各盲の観念を縛掩すれば却て精密なる判断を下せる様なものだ．
元來支那海岸にありては夏時は日中の潮が夜間の潮より高い．反之冬は夜
間の潮が日中の潮より高いのは今日の調査であるが，支那入は昔から次の
説を立てた．凡そ夏は太陽南に在りて六塵察は一萬五千里離れ去るから，
陽氣が勝ちて陰氣が敗る，從って潮が高くなる．反之冬は陰氣が勝ちて陽
氣が敗るSから潮は低くなるのだミ云ふて居る．潮汐の原因に就きてニツ
の有力なる説が支那入を支配した．第一の説に曰く，一一髄水は大地の血液
である，そして潮汐は其脈搏に外ならない，第二の説に曰く，潮汐は要す
るに大地の呼吸に糠りて起るミ．降りて四世紀頃にコフンミ云ふ入は大潮
・小潮に關して怪しぴな説を立てた．曰く，虚室は毎月東方及び西方に動
くから，夫れにつれて潮は交交大きくなり，復小さくなるのだS云ふて居
る．（中略）西洋人の考も其初めは妙な考であっナこ．太陽が海水を射れば水
は熟せられて稀薄εなり，其結果旗がりて前より廣き場所を占めやうSし
て東西南北上方の五方向に推し遣らんミして高潮を起すε云ふて居る，又
月ミ潮汐ミの關係に就きては元來潮汐の起る様な海底には岩礁及び硬岩が
ある．今月が其海面を照せば光が海底に蓬し，更に反射して海水を温暖に
し，稀薄ならしめ，其結果水は以前より廣き場所を占めやうミして動揺を
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起し，月が中天に懸かる間此現象凹くも・月が傾けば水は段段冷却して濃
厚ミなり，最初の位置に戻らんSして流れが生すミいふて居る．マグナツ
ソン氏は氷野の上古史より潮汐の論を抜葦したが，至極滑稽の事がある．
新月の時は月は地球から太陽に至る道の丁度上にあるから，海が干るのを
許さないで其灘氣を地球に投ずるから新月には海水が膨起して所謂大潮を
生するものだ，しかし太陽が通り越せば再び太陽は其熟を海上に迭り，そ
のため海の膨起を減す，二月が太陽に反する位置にあれば何者も太陽の輻
射を遮らないから，海水は非常に熟せられて盛んに膨脹するこミ，丁度釜
の水が沸縢するEき瀬るε同様だミ云ふて居る．一腱太陽の輻射熟が月に
遮られて大潮を起し，叉熟の過剰によりて海水が膨起して大潮を起すミい
ふこざは，元來辻褄の合はない話だ．潮汐に署し上古の奇怪論を條條しく
云ふ必要はないが，一千七百二十二年にバルn一氏は潮汐の精査E題する
一書を著したが，其説に曰く，潮汐は元來地球雰園氣に及ぼす月の歴力に
外ならないε云ふた．心血は稻納得の出來るもので，二十年間其壽命が綾
いナこ．　　　　（理學界第五巻より）
垂架座新星の近況
1925年五月二十五日Watson氏の三見しt　Nova　Pictoris（「天界」第55號
第290頁，及び第56二二335頁英文欄）は，二見二三種々興味ある現象を見
せナこが，其の漸次光輝は衰へて行った．εころが，最近，此の星について
三つのニウスが傳へられて來た．即ち
（1）本年二月二十七日附のハーゾード速報はがき第55號に，南米Laplata
天文肇長J．Hartma皿氏からの電報が載ってみるが，其れは
　　　　‘‘Nova　Pictoris　diameter　one　second”（屠牛座新星に直径1秒あり）
　εいふのであって，之れは他の今までの新星にもあった通り，此の星が
　可なり著しい遊星形星雲に攣形しつつあるものらしい，
（2）ハーブード天文皇から本年三月一日附で嚢行されたBULLETI　N第
856に，Bloemfontein出張所長T．　S．　Paraskevopoulos氏は此の星が明ら
